　　　　　　　　　　　ＹＵ１００Ｌ生ゴミ処理機
　

処理物　　　　　　食品残渣等の有機性廃棄物

標準処理量　　　　８０ＫＧ（又は１００Ｌ）
　処理方法　　　　　好気性高温菌を用い発酵、過熱処理によるコンポスト化
　運転時間　　　　　8時間～10時間
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本体装置寸法　　　1650Ｗ×1300Ｈ×1200Ｌ
　本体重量　　　　　450ＫＧ
　

加熱方法　　　　　電熱ヒ－タ－（石油ガス化バ－ナ－による加熱式も可）
　電力　　　　　　　電熱ヒ－タ－　（　　 ）ＫＷ×3相×200Ｖ
　　　　　　　　　　攪拌用モ－タ－　　0,4　ＫＷ×3相×200Ｖ
　　　　　　　　　　送風機　　　　　　0,2　ＫＷ×3相×200Ｖ
　

設置場所　　　　　屋内（簡易式でも可）
　

＜ランニングコスト（80ｋｇあたり）＞　

電気代　　　10ｋｗ×8Ｈ×15円＝1200円　（15円／ＫＷＨ）　
　　　　内城菌　　　4ｇ×18円＝72円　　　　　    (18円／ｇ)

　　　　水分調整材　35ｋｇ×12円＝420円　　     (12円／ｋｇ)

　　　　　　　　　　　（水分調整材は米ぬか）

　　　　合計　　　　1200円+72円+420円＝1692円／80ｋｇ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21.2円／ｋｇ）

　処理工程　　　　　

1、処理機へ食品残渣（残飯、野菜、魚、肉等の加工くず）と水分調整、発酵促進材（米ぬか、ふすま）を投入、攪拌します。投入物の水分は50～60％程度に調整し内城菌を適量投入します。
　　　2、処理槽内の食品残渣を70～80℃まで加熱、攪拌して3～4時間で高温

発酵により高速処理します。
3、その後4～6時間の乾燥処理で水分15％以下になれば処理は完了し、特殊有機肥料（内城Ｂ菌）の完成です。
　　　4、生ゴミ80ｋｇ水分調整剤35ｋｇの処理で内城Ｂ菌約50ｋｇが出来ま

す。
　　　　　注）生成した特殊有機肥料（内城Ｂ菌）は内城菌が増殖代謝してい

る中熟状態であり、水分15パ－セント以下を保てば安定状態で

長期保存が可能です。また高温処理で生成しているため各種の

病原菌は殆ど死滅して安全です。

　特　徴　　　　　

1、処理時間が8～10時間と短い。
2、発酵臭が少ない。
3、生成品（内城Ｂ菌）は使用実績も多く、使用方法も研 究されている

ので、安心して肥料として使用できる。
4、処理時間が短いので1日2バッチが可能である。
5、処理機は構造的にもシンプルであり、故障が少なく又保守も容易である。
6、ランニングコストが安い。
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ＹＵ１００Ｌ外形寸法
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